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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/22現在 

父島 

83.5/100 

母島  

99.2/100 

 

6 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.9℃ 

最低気温   22.9℃ 

平均気温   27.1℃ 

平均湿度   85％ 

月降水量   20.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（7/1） 

             2,594人 

             父島      母島                

  人口      2,119人   475人 

  世帯      1,227    269 

                                               

    

７
月
10
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の

小
笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
，
７
１
４
人 

《
母
島
》
３
６
８
人 

 

《
合
計
》
２
，
０
８
２
人 

【
投
票
率
】（
東
京
都
選
出
） 

 

《
父
島
》
５
８
．
８
３
％ 

《
母
島
》
６
０
．
８
１
％ 

 

《
合
計
》
５
９
．
７
０
％ 

     
【
得
票
数
】 

                      

                

●
問
合
せ
先 

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 

２
―
３
１
１
１ 

      

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼

式
典
を
挙
行
し
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
月
）
午
後
５
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
月
）
午
前
11
時
50
分
～ 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 
 
 
 
 
 

母
島
事
務
局 

 

３
―
２
１
８
８ 

小
笠
原
村 

村
民
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

       

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
は
６
月
30
日
で
受
付
を

終
了
し
ま
し
た
。 

 

村
で
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
方
々
の
善
意
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

４
月
18
日
～
22
日
と
り
ま
と
め
分 

（
緊
急
支
援
義
援
金
）
１
５
７
万
９
千
２
７
７
円 

 

こ
の
他
村
公
費
３
０
万
円
を
加
え
、
熊
本
県
八
代

市
災
害
寄
附
金
へ
送
金 

 

４
月
23
日
～
６
月
30
日
と
り
ま
と
め
分
（
災
害

義
援
金
）
５
８
万
２
千
２
６
１
円
（
産
業
祭
会
場
で

の
３
万
４
千
２
８
５
円
を
含
む
）
日
本
赤
十
字
社
へ

送
金 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

       

【
実
施
日
程
】
８
月
９
日
（
火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 
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社会民主党 29 票

国民怒りの声 18 票

おおさか維新の会 93 票

公明党 112 票

日本共産党 154 票

幸福実現党 14 票

自由民主党 414 票

新党改革 11 票

日本のこころを大切にする党 20 票

生活の党と山本太郎となかまたち 115 票

民進党 176 票

支持政党なし 27 票

無効投票 58 票

不受理票 2 票

合 計 1,243 票

比
例
代
表
選
出

 

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

 

戦
没
者
追
悼
式
典
に
つ
い
て 

 

熊
本
地
震
災
害 

 
 
 

義
援
金
の
ご
報
告 

  

行
政
相
談
所
の
開
設 

たかきぎさや 15 票 柳沢秀敏 2 票

鈴木まりこ 14 票 小林こうき 15 票

田中康夫 64 票 原田きみあき 2 票

よこぼり喜久 3 票 蓮舫 184 票

増山れな 14 票 よこくめ勝仁 23 票

いわさかゆきお 0 票 おおつき文彦 2 票

トクマ 6 票 佐藤ひとし 2 票

三宅洋平 215 票 さめじま良司 1 票

マタヨシ光雄 4 票 深江孝 0 票

山添拓 78 票 浜田かずゆき 5 票

竹谷とし子 101 票 ふじしろ洋行 1 票

鈴木たつお 1 票 ひめじけんじ 1 票

佐藤かおり 11 票 川上晃司 2 票

中川まさはる 175 票 犬丸勝子 2 票

鈴木信行 17 票 無効投票 55 票

小川敏夫 66 票 不受理 2 票

朝日けんたろう 160 票 合 計 1,243 票

東
京
都
選
出
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

※
要
予
約 

【
実
施
日
程
】
８
月
26
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

 

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

        

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40

分
以
内
） 

要
予
約 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
21
日
（
日
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
日
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

●
問
合
せ
先 

 

予
約
電
話
番
号
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

   

       

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
・
遺
言
相
談 

 

法
律
税
金
相
談
は
無
料
で
す
。 

 

遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成（
有
料
）は
、

準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
専
用
電
話
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】
９
月
２
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時 

９
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】
９
月
２
日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時 

９
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「
贈
与
税
の
豆
知
識
」 

 

将
来
の
相
続
を
待
た
ず
に
生
前
贈
与
し
た
い
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
税
理
士
が
、
知
っ
て
得
す

る
贈
与
税
の
豆
知
識
を
お
話
し
し
ま
す
。 

【
父
島
】
９
月
３
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０
（
事
前
予
約
も
こ
ち

ら
へ
） 

    

【
募
集
期
間
】
８
月
１
日
（
月
）
～
25
日
（
木
） 

【
対
象
事
業
】
※
地
域
振
興
に
か
か
る
も
の 

○
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 

①
地
元
の
元
気
創
生 

 

②
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す
る
事
業 

 

③
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業 

※
①
～
③
の
テ
ー
マ
は
今
年
度
限
定
で
の
対
象
事
業
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
村
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規
模
企
業
者
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
、
そ
の
他
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取

組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２

０
０
万
円
）
を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
７
月
末
日

ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
配
布
と
申
請
書
提
出
先
】 

 
《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

 
《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 
 
 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

２
―
３
１
１
１ 

  

        

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」「
若
年
者
（
50
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
度
の
受
付
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

平
成
28
年
７
月
～
平
成
29
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て

毎
年
度
必
要
で
す
。 

 

な
お
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
保
険
料
の
納
付
期
限

か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
か
ら
２

年
１
ヵ
月
前
ま
で
）
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

※
不
慮
の
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
免
除
等
の
申
請
を

行
っ
て
も
、
受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

該
当
さ
れ
る
方
は
、
す
み
や
か
に
申
請
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

【
応
募
資
格
】
①
～
⑥
の
す
べ
て
に
該
当 

 

①
申
込
者
本
人
が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

②
申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年

 
電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
律
相
談 

 

第
30
回
く
ら
し
の 

 

法
律
・
税
金
相
談 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 

募
集
（
第
２
回
） 

 

国
民
年
金
保
険
料 

 
 
 
 

免
除
等
の
申
請 

 

高
齢
者
向
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

入
居
者
募
集 
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以
上
し
て
い
る
こ
と 

 
③
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
方
（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）
が
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 
 

・
親
族
（
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
、
兄
弟
関
係
） 

 
 

・
申
込
日
現
在
、
原
則
税
法
上
の
扶
養
関
係
に 

 
 
 

あ
る
こ
と
。 

 

④
介
助
が
必
要
な
方
が
い
る
場
合
、
他
方
が
介
助 

 
 

で
き
る
こ
と
。 

 

⑤
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と 

 

⑥
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に
支 

 
 

障
が
あ
る
こ
と 

※
入
居
は
、
抽
選
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
住
宅
名
】
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟 

【
所
在
地
】
父
島
字
清
瀬 

【
募
集
戸
数
】
世
帯
用
住
宅
（
２
Ｄ
Ｋ
）
１
戸 

【
入
居
予
定
日
】
11
月
１
日
以
降 

【
使
用
料
】
４
万
２
百
円 

【
申
込
書
配
布
場
所
及
び
申
込
先
】村
民
課
福
祉
係
、

母
島
支
所
庶
務
係 

※
８
月
15
日
か
ら
配
布 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（
木
）
～
９
月
30
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

      

こ
の
研
修
は
村
内
の
介
護
事

業
所
で
の
人
材
育
成
を
目
的
と

し
、
通
信
学
習
や
小
笠
原
村
内

で
の
実
習
を
受
講
す
る
こ
と
で
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
資
格

を
取
得
で
き
る
事
業
で
す
。 

 

【
対
象
者
】小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、

10
名
程
度 

【
申
込
期
間
】
８
月
25
日
（
木
）
ま
で 

【
研
修
期
間
】
９
月
末
か
ら
12
月
ま
で
の
16
日
間 

【
費
用
】
テ
キ
ス
ト
代
５
千
円
程
度 

【
申
込
方
法
】
受
講
申
込
書
提
出 

【
申
込
書
提
出
先
】
村
民
課
福
祉
係
、
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   
 

    

【
貸
付
金
の
内
容
】
※
す
べ
て
上
限
額 

①
受
験
料
貸
付
金 

 

 

中
学
３
年
生 

２
７
，
４
０
０
円 

 
高
校
３
年
生 

１
０
５
，
０
０
０
円 

②
交
通
費
等
貸
付
金 

 

往
復
交
通
費 

８
４
，
０
０
０
円 

 

宿
泊
費 

 
 

３
０
，
０
０
０
円(

原
則
上
限
３

泊) 

③
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金 

 

２
０
０
，
０
０
０
円 

【
貸
付
要
件
】
※
①
～
⑦
全
て
に
該
当 

①
世
帯
の
生
計
中
心
者(
20
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

②
課
税
所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額
が
一
定
以
下
で
あ

る
こ
と 

・
課
税
所
得
６
０
万
円
以
下 

・
総
収
入
額
が
扶
養
人
数
１
人
の
場
合
２
６
０
万
円

以
下(

以
下
扶
養
人
数
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
６
０

万
円
加
算) 

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で
６
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と 

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居
住

し
て
い
る
場
所
は
除
く) 

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と 

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

⑦
同
一
世
帯
で
は
な
い
連
帯
保
証
人
（
１
名
）
が
確

保
で
き
る
こ
と 

 

※
貸
付
金
は
貸
付
対
象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

     

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
保
育
補
助
員
１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】
９
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
か
ら
土
曜
日 

午
前
８
時
～

午
後
５
時
（
週
29
時
間
以
内
） 

※
月
毎
の
シ
フ
ト
に
な
り
ま
す
。
時
間
等
要
相
談
。 

【
時
間
給
】
１
，
２
９
０
円
（
資
格
有
）・
１
，
０
３

０
円
（
資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
配
布
場
所
】
村
民
課
※
８
月
１
日
か
ら

配
布
。 

【
申
込
締
切
】
８
月
19
日
（
金
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    
出
張
期
間
：
６
月
20
日
～
７
月
３
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

・
離
島
航
路
地
域
協
議
会 

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
セ
プ
シ
ョ

ン ・
新
お
が
さ
わ
ら
丸
披
露
会 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

     

８
月
26
日
（
金
）
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る

（
二
軍
戦
）
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
ｖ
ｓ
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
（
試
合
開
始
午
前
10
時
20
分
）
及
び
（
一

軍
戦
）中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
Ｖ
Ｓ
広
島
東
洋
カ
ー
プ（
試

合
開
始
午
後
６
時
）
に
て
、
小
笠
原
村
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。 

 

先
着
１
万
名
様
に
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
う
ち
わ
を
配
布

し
、小
笠
原
旅
行
や
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
を
行
い
、

中
京
圏
の
観
光
集
客
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課 

２-

３
１
１
４ 

        

８
月
は
、個
人
住
民
税(

村
・
都
民
税)(

第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税(

第
２
期)

、
介
護
保
険
料(

第
２

期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
１
期)

の

納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
８
月
31
日(

水)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 
 

 

介
護
職
員
初
任
者
研
修 

 
 
 
 
 
 

（
旧
２
級
ヘ
ル
パ
ー
） 

 

東
京
都
受
験
生 

 
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援 

 
 
 
 
 

貸
付
事
業 

 

父
島
保
育
園
非
常
勤
職
員 

 
 
 
 

（
保
育
補
助
員
）
の
募
集 

  

村
長
出
張
報
告 

 

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム 

 

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ 

  

今
月
の
個
人
住
民
税
等 

 
 
 

納
期
限
お
よ
び 

 
 
 
 
 

口
座
振
替
日 
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【
日
時
】
８
月
８
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

     

【
試
験
日
】
11
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
願
書
配
付
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課 

【
願
書
受
付
】
８
月
22
日
（
月
）
～
９
月
２
日
（
金
） 

《
電
子
申
請
受
付
》
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
８
月
22
日
午
前
10
時
～
９
月
２
日
午
後
５

時
ま
で 

《
書
面
受
付
》
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
で
、(

一
社)

東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
ま
た
は(

公
社)

東
京
都
高
圧

ガ
ス
保
安
協
会
あ
て
提
出
（
当
日
消
印
有
効
） 

※
詳
細
は
、(

一
社)

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。 

※
支
庁
で
は
願
書
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
２ 

        

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
） 

【
日
時
】
８
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時 【
内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

   

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

   

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
４
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
４
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼

児 【
日
時
】
８
月
29
日
（
月
）
午
後
１
時
45
分
～
午

後
２
時
45
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

       

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
日
程
で 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】 

 

《
父
島
》
11
月
20
日
（
日
）
～
25
日
（
金
） 

 

《
母
島
》
11
月
17
日
（
木
）
～
18
日
（
金
） 

＊
予
約
受
付
日
、
予
約
方
法
等
の
詳
細
は
、
10
月
号

の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

      

都
内
に
１
年
（
３
歳
未
満
は
６
カ
月
）
以
上
在
住

の
18
歳
未
満
で
気
管
支
ぜ
ん
息
等
に
罹
患(

り
か

ん)

し
て
い
る
な
ど
、
要
件
を
満
た
す
方
に
対
し
て
、

認
定
疾
病
に
係
る
医
療
費
（
保
険
適
用
後
の
自
己
負

担
分
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

 

有
効
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
有
効
期
間
満
了

の
１
カ
月
前
を
目
安
に
村
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
生
年
月
日
が
平
成
９
年
４
月
１
日
以

前
で
有
効
期
間
内
の
医
療
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
期

間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
資
格

喪
失
と
な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
詳
細
は
東
京
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
福
祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課 

 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
９
１ 

 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方
（
昭
和
52
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
※
協
会
け
ん
ぽ
の
被
扶
養
者
の
方
も
含
む 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
申
込
期
間
】
８
月
22
日
（
月
）
～
９
月
９
日
（
金
） 

 

最
終
提
出
日
は
、
９
月
24
日 

 

直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
可
） 

※
「
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）」
被
保
険

者
の
方
は
、
11
月
の
住
民
健
診
の
時
に
合
わ
せ
て
、

検
体
容
器
や
質
問
票
を
配
布
し
ま
す
。 

※
来
年
度
の
１
次
検
査
は
11
月
の
住
民
健
診
の
期

間
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
２
次
検
査（
注
腸
検
査
）

は
、
内
地
の
医
療
機
関
を
ご
案
内
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

 

 
 
 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
家
試
験 

 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
母
島
） 

 

第
39
回
小
笠
原
村
健
康
診
断 

 
医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）
の
更
新 

～
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度
～ 

 

 

大
腸
が
ん
検
診
（
１
次
検
査
） 
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【
母
島
】
８
月
19
日
（
金
） 

【
父
島
】
８
月
22
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 

23
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 

25
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 

26
日
（
金
）
※
す
べ
て
予
約
制 

 

水
曜
日
を
除
く
平
日
の
午
後
１
時
30
分
～
５
時

ま
で
の
間
に
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の

実
施
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

                     

                                       

     

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
す
べ
て
無
料
・
予
約
不
要
） 

 

◎
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル 

【
日
程
】
８
月
３
日
（
水
）・
７
日
（
日
）・
10
日
（
水
）・

14
日
（
日
）・
17
日
（
水
）・
21
日
（
日
）・
24
日

（
水
）・
27
日
（
土
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
～ 

【
場
所
】
沖
港
船
客
待
合
所
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ 

【
内
容
】
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や
ヒ
ト
デ
、
ナ
マ
コ
な
ど

海
の
生
き
物
に
直
接
触
り
な
が
ら
解
説
を
行
い
ま
す
。 

 

◎
稚
亀
放
流
＆
星
空
観
賞 

【
日
程
】
８
月
４
日
（
木
）・
12
日
（
金
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
～ 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
海
に
放
流
し
た
後
、
浜
に
寝
転
が
っ
て
星

空
を
観
賞
し
ま
す
。
星
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ
り
ま

す
。 

 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会 

【
日
時
】
８
月
８
日
（
月
）
午
前
10
時
～ 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
（
親
亀
）
を
放
流
し
ま
す
。 

 
◎
南
洋
踊
り
体
験
会 

【
日
程
】
８
月
13
日
（
土
）・
16
日
（
火
） 

【
場
所
】
沖
港
船
客
待
合
所 

【
時
間
】
午
後
８
時
～ 

【
内
容
】
小
笠
原
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
南
洋
踊
り
を

本
格
的
な
衣
装
を
着
け
て
体
験
で
き
ま
す
。 

   

        

◎
母
島
納
涼
盆
踊
り
大
会 

【
日
程
】
８
月
28
日
（
日
） 

【
時
間
】
午
後
５
時
30
分
～ 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
ゲ
ー
ム
・
盆
踊
り
・
花
火
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

    

【
日
程
】
９
月
18
日
（
日
）
※
荒
天
中
止 

午
前
体
験
会
、
午
後
カ
ヌ
ー
競
漕 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
参
加
要
領
】
男
子
、
女
子
、
男
女
混
合
の
３
カ
テ

ゴ
リ
で
競
技
を
行
い
ま
す
。
３
人
１
組
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
み
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。(

大
人
が
１
人
で
も
い
れ
ば
可) 

【
参
加
費
】
１
チ
ー
ム
１
千
円 

【
入
賞
】
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
１
位
～
３
位
、
そ
の
他

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
、
敢
闘
賞
、
島
外
賞
な
ど 

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
、
母

島
観
光
協
会
窓
口
へ
。
母
島
島
外
に
お
住
ま
い
の
方

は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日(

木)

～
９
月
16
日
（
金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ 

 
 
 
 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 
 
 
 

メ
ー
ルinofo@hahajima.com 

 
 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

 

母
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
２
０
１
６
～ 

 

 

８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に
な

い
料
金
は
直
接
小
笠
原
海
運
営
業
所
２
―
２
１
１
１

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
は
は
じ
ま
丸
乗
船
券
購
入
時
に
は
「
小
笠
原

村
居
住
証
明
書
カ
ー
ド
」
も
し
く
は
「
居
住
証
明
書
」

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

  

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,169 等級 大人 小人

51,610 44,160 25,810 (-469) 4,110 2,060

(-2,430) (-2,080) (-1,210) 14,121 (+230) (+120)

37,280 29,830 18,640 (-437) 4,940 2,470

(-1,750) (-1,400) (-880) 12,990 (+280) (+140)

28,090 22,480 14,050 (-402) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-1,320) (-1,050) (-660) 1,520
24,660 19,730 12,330 (-47)

(-1,160) (-930) (-580) 1,131 8,593
等級 村民 村民小人 身障者 (-35) (+299)

38,040 19,020 25,810 8,056
(-1,790) (-900) (-1,210) (+280)

25,140 12,570 18,640 7,519
(-1,190) (-600) (-880) (+261)

18,950 9,480 14,050 861
(-890) (-440) (-660) (+30)

16,630 8,320 12,330 649
(-780) (-390) (-580) (+23)

8月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

1等品

2等品

3等品

1等品

2等品

3等品

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

貨
物
運
賃

2等寝台

2等和室
旅
客
運
賃 1等

特2等寝台

2等寝台

2等和室

1等

特2等寝台

小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

旅
客
運
賃

特別室 10,000 8,000

は
は
じ
ま
丸

貨
物
運
賃

2等

村民割引

2等往復
 

第
２
回
母
島
カ
ノ
ー
大
会 
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◎
盆
踊
り
練
習
会 

 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー
認

定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
10
日
（
水
）・
11
日
（
木
）
午
後
７

時
～
８
時
30
分 

【
場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場（
雨
天
時
中
止
） 

                             

◎
盆
踊
り
、
唄
い
手
募
集
！ 

 

唄
い
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
盆
踊
り
練
習
会

の
ど
ち
ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ
そ

は
！
と
い
う
「
の
ど
自
慢
」
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

【
申
込
締
切
】
８
月
10
日
（
水
） 

【
本
番
】
８
月
12
日
（
金
）
ま
た
は
８
月
14
日
（
日
） 

                             

◎
臨
時
バ
ス
運
行 

 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】
12
日
（
金
）・
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
） 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
～
扇
浦
～
小
港
園
地 

【
運
賃
】
無
料 

                                 

【
運
行
時
刻
】
※
す
べ
て
お
祭
り
広
場
発 

 

《
12
日
（
金
）、
14
日
（
日
）》 

 
 

○
午
後
８
時
20
分
発 

 
 

○
午
後
９
時
発 

 
 

○
午
後
９
時
40
分
発 

 

《
13
日(

土)

（
花
火
大
会
）》 

 
 

○
午
後
８
時
40
分
発 

 
 

○
午
後
９
時
20
分
発 

 
 

○
午
後
10
時
発 

【
臨
時
バ
ス
乗
車
整
理
券
】
各
日
の
盆
踊
り
開
始
時

刻
午
後
６
時
30
分
か
ら
、
会
場
内
本
部
テ
ン
ト
に
て

先
着
順
に
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。 

【
定
員
】
各
便
28
名
※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
及
び
寄
付
金
の
受
付 

 

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会

場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま

す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
誕

生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。花
火
大
会
当
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

        

返
還
50
週
年
に
連
携
し
団
体
が
行
う
自
主
事
業

の
第
１
次
応
募
分
の
採
択
が
決
定
し
ま
し
た
。 

◎
自
主
事
業
第
１
次
募
集
採
択
結
果  

【
採
択
決
定
事
業
】 

①
八
丈
太
鼓
・
小
笠
原
太
鼓
共
演
の
夜
会 

②
小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス 

③
返
還
50
周
年
記
念
天
体
観
望
会 

 
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 
 
 
 
 

実
行
委
員
会
（
父
島
） 

 

 小笠原サマーフェスティバル実行委員会では、８月１３

日（土）に二見港・第一物揚場（青灯台岸壁）にて花火の

打ち上げを行います。打ち上げ時間は、午後８時から午後

８時３０分までの３０分間ですが、危険防止を図るため、

「車両通行止」「立入禁止区域」「船舶進入禁止区域」「着岸

禁止区域」を設定します。みなさまのご理解とご協力をお

願いします。 

    開催に伴う 「車両通行止」「立入禁止区域」 

    「船舶進入区域」「着岸禁止区域」の設定について 

お問い合わせは、 

※ 小笠原警察署 ２－２１１０ 

※ 小笠原サマーフェスティバル実行委員会 

  事務局：小笠原イベント協議会（観光協会内）２－２５８７ 
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④
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
を

用
い
た
地
域
活
性
化 

⑤
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
文

化
復
興
を
通
し
た
地
域
の
活
性
化
事
業 

⑥
凧
作
り
教
室
及
び
凧
あ
げ
大
会 

 

詳
細
は
今
後
順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
自
主
事
業
第
２
次
募
集  

 

第
１
次
に
引
き
続
き
、第
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。 

【
応
募
資
格
】
５
名
以
上
の
構
成
員
を
持
つ
村
内
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
、
自
主
事
業
を
自
分
た
ち
の
責

任
に
お
い
て
実
施
で
き
る
能
力
が
あ
る
こ
と
。 

※
特
別
な
事
業
は
村
外
の
団
体
等
も
対
象
。 

【
対
象
事
業
の
区
分
】 

①
小
笠
原
の
歴
史
・
文
化
の
保
存
、
活
用
、
継
承
や
、

歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
に
資
す
る
事
業 

②
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
資
す
る
事
業
で
、
返
還

50
周
年
を
契
機
に
実
施
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

事
業 

③
農
業
・
漁
業
・
観
光
等
産
業
の
振
興
に
資
す
る
事

業
で
、
返
還
50
周
年
を
契
機
に
実
施
す
る
こ
と
が
ふ

さ
わ
し
い
事
業 

④
既
存
の
定
例
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、
前
３
項
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
を
拡
充
し
て
行
う
事
業 

【
自
主
事
業
の
実
施
期
間
】
平
成
30
年
度
又
は
平
成

29
年
度 

【
補
助
交
付
限
度
額
】
２
０
０
万
円
（
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
事
業
は
、５
０
０
万
円
を
上
限
と
す
る
。） 

【
第
２
次
募
集
応
募
受
付
期
間
】
９
月
１
日
（
木
）

～
10
月
31
日
（
月
）
必
着 

【
選
考
方
法
】 

 

各
事
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
実
行
委
員
会
で
決
定
。 

【
募
集
要
項
応
募
用
紙
配
布
先
】 

 

小
笠
原
村
役
場
、
母
島
支
所
に
て
配
布
。
※
実
行

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
４
１ 

Ｈ
Ｐ 

 http://50th.anniv-ogasawara.gr.jp 

          

【
開
館
日
】
毎
日
開
館
（
25
日
の
み
休
館
） 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間

～
午
後
９
時
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
特
別
展 

【
本
館
】
新
お
が
さ
わ
ら
丸
展
～
小
笠
原
を
支
え
る

船
た
ち 

開
催
中 

 

新
お
が
さ
わ
ら
丸
を
中
心
に
、
過
去
の
お
が
さ
わ

ら
丸
や
小
笠
原
に
ま
つ
わ
る
船
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
新
館
】
「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
～
え
っ
ほ
ん

と
！
？
の
豆
知
識
・
豆
情
報
～ 
開
催
中 

 

小
笠
原
で
よ
く
み
ら
れ
る
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
一
般

的
な
説
明
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識
ま
で
ぬ
い

ぐ
る
み
を
展
示
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

  

◎2016

第
２
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座 

【
日
時
】
８
月
17
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

予
定 

①
「
小
笠
原
こ
と
ば
」
研
究
最
前
線
～
こ
と
ば
を
ど

う
測
定
す
る
か
～ 

 

《
講
師
》
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
（
首
都
大
学
東
京
・

人
文
科
学
研
究
科
教
授
） 

 

音
波
を
測
る
音
響
音
声
学
、
変
異
理
論
を
使
っ
て

の
単
語
の
出
現
数
集
計
方
法
な
ど
、
新
し
い
言
語
研

究
の
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。 

②
ヤ
ギ
に
よ
り
表
土
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
島
に
植
物

は
も
ど
る
か 

 

《
講
師
》
可
知
直
毅
（
首
都
大
学
東
京
・
理
工
学

研
究
科
教
授
・
小
笠
原
研
究
委
員
長
） 

 

ヤ
ギ
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
聟
島
列
島
の
植
生
が
、

な
か
な
か
回
復
し
な
い
現
状
や
植
生
回
復
の
可
能
性

に
つ
い
て
最
新
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２-

３
０
０
１ 

     

【
対
象
者
】
来
年
（
平
成
29
年
）
４
月
１
日
時
点
で

小
笠
原
村
に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
２
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
月
） 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
現
地
講
習
も
あ
り
ま
す
。 

※
ま
た
、
天
候
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
布
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

※
８
月
３
日
（
水
）
か
ら
配
布
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
３
日
（
水
）
～
８
月
17
日
（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
５ 

     

   

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
が
自
然

界
に
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
し
て
、
さ
い

ご
ま
で
大
切
に
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
24
日
（
水
）
ま
で 

【
診
療
日
程
】
８
月
28
日
（
日
）･

29
日
（
月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。（
先
着
順
）
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

       

母
島
に
お
い
て
、
①
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
、
村
民
と
し

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限

り
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講

習
終
了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
し
ま
す
「
年

間
パ
ス
」
が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方

及
び
パ
ス
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
方
は
お
気
軽
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
30
日
（
火
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 

印
鑑
、
村
民
で
あ
る
こ
と
、
及
び
18
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）、
ボ
ー

ル
ペ
ン 

②
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、
同

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林 

 

受
付
及
び
簡
易
講
習
（
新
規
・ 

 

更
新
）
の
実
施 

  

父
島
動
物
巡
回
診
療 



  NO．662    平成 28（2016）年 8 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、
利

用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
今
般
、

母
島
で
の
簡
易
講
習
の
実
施
に
あ
た
り
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
者
用
講
習
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
に
お
い
て
①
及
び
②
は
、
電
話
に
て

随
時
受
付
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 

２
―
２
１
０
３ 

           

６
月
26
日
に
新
宿
で
「
小
笠
原
諸
島 

世
界
自
然

遺
産
地
域
登
録
５
周
年
イ
ベ
ン
ト
」
に
お
い
て
、
世

界
自
然
遺
産
地
域
（
小
笠
原
諸
島
、
知
床
、
白
神
山

地
、
屋
久
島
）
の
８
つ
の
関
係
町
村
が
集
ま
り
、
各

地
域
の
自
然
の
特
徴
や
そ
の
価
値
・
魅
力
を
紹
介
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
世
界
自
然
遺
産
を
守
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
、
課
題
や
悩
み
に
つ
い
て

も
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
係
町
村
が
継
続
的

に
情
報
交
換
し
、
共
通
の
取
組
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、「
世
界
自
然
遺
産
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
今
後
も
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。
小
笠
原
村
だ
け
で
な
く
、
７
町
村

の
方
々
も
今
後
の
連
携
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

◎
父
島 

【
日
時
】
８
月
25
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

【
講
演
内
容
】
父
島
列
島
の
乾
性
低
木
林
の
成
り
立

ち
と
魅
力
（
駒
澤
大
学 

清
水
善
和
教
授
）
な
ど 

 

◎
母
島 

【
日
時
】
８
月
26
日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
講
演
内
容
】
小
笠
原
の
植
物
の
由
来
と
分
化
（
首

都
大
学
東
京 

加
藤 

英
寿 

助
教
）
な
ど 

 
●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
地
】
兄
島
、
人
丸
島
、
瓢
箪
島 

【
駆
除
方
法
】
空
中
か
ら
殺
鼠
剤
（
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン
）

を
散
布
、
地
上
で
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
殺
鼠
剤

を
入
れ
た
箱
）
の
設
置
を
し
ま
す
。
殺
鼠
剤
は
、
約

５
セ
ン
チ
四
方
の
緑
色
の
防
水
紙
パ
ッ
ク
に
入
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
洲
崎
に
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

し
、
作
業
の
拠
点
と
し
ま
す
。 

【
散
布
期
間
】
８
月
６
日
～
８
月
22
日 

【
注
意
事
項
】 

○
洋
上
流
出
を
防
ぐ
措
置
を
取
り
ま
す
が
、散
布
後
、

父
島
の
海
岸
に
殺
鼠
剤
が
打
ち
上
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
殺
鼠
剤
を
見
つ
け
た
場
合
は
環
境
省
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
お
子
様
や
ペ
ッ
ト
が
殺

鼠
剤
を
誤
食
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

○
散
布
中
の
散
布
地
へ
の
上
陸
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

海
上
の
利
用
は
可
能
で
す
が
、
周
辺
で
は
騒
音
や
風

等
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

※
散
布
日
は
、
日
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
最
新
の
散

布
日
程
は
環
境
省
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
、
別
途
全
戸
配
布
さ
れ
る
「
小
笠
原
自
然

情
報
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

          

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
１
７
４ 

 
 
 
 

０
９
０
―
１
５
０
０
―
０
７
４
２ 

      

た
く
ま
し
く
も
不
器
用
な 

 
 
 
 
 

小
笠
原
の
植
物
た
ち 

  

小
笠
原
諸
島
に
は
現
在
、
約
２
８
０
種
の
在
来
の

植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
皆
、
大
昔

に
風
や
海
流
、鳥
な
ど
に
乗
っ
て
太
平
洋
を
旅
し
て
、

小
笠
原
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
自
力
で
は
移
動
で
き
な
い
植
物
で
あ
る
が

故
に
、
時
と
し
て
も
ど
か
し
い
事
態
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。 

 

母
島
・
石
門
に
自
生
す
る
シ
ダ
植
物
の
ヒ
メ
タ
ニ

ワ
タ
リ
も
そ
の
一
つ
。
彼
ら
は
、
今
に
も
崩
れ
落
ち

そ
う
な
岩
肌
に
へ
ば
り
付
く
よ
う
に
生
育
し
て
い
ま

す
。
日
本
国
内
で
は
小
笠
原
諸
島
と
沖
縄
県
・
北
大

東
島
で
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
と
て
も
壮
大
な

旅
を
し
て
今
に
い
た
る
植
物
の
は
ず
で
す
。そ
れ
が
、

よ
り
に
も
よ
っ
て
「
も
う
少
し
安
全
な
場
所
が
あ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
、
問
い
た
だ
し
た
く
な
る

よ
う
な
場
所
に
生
育
し
、
そ
し
て
消
滅
の
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
植
物
た
ち
の
不
器
用
な
姿
を
知
る
と
、

「
し
っ
か
り
！
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
や
り

た
く
は
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
５
周
年
企
画
と
し
て
、
植
生

の
専
門
家
の
方
な
ど
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
今
月
の

25
日
に
父
島
で
、
26
日
に
母
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

是
非
と
も
、
植
物
た
ち
が
小
笠
原
に
辿
り
着
き
、
今

に
い
た
る
ま
で
の
ド
ラ
マ
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
執
筆
担
当
】
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー 

 

藤
田 

泰
平 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

  

ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

・
ス
イ
ム 

自
主
ル
ー
ル
遵
守
の

お
願
い 

  

先
月
、
島
内
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ

ル
カ
の
子
供
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を

見
つ
け
た
と
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

４
年
連
続
で
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

目
撃
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

８
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
な

ど
が
盛
ん
に
な
る
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
イ
ル
カ
の

生
息
環
境
保
全
と
ツ
ア
ー
参
加
者
に
対
す
る
安
全
確

保
の
た
め
の
自
主
ル
ー
ル
が
存
在
し
ま
す
。 

 

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー

ル
】 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

 

「
世
界
自
然
遺
産
地
域 

 
 
 
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
５
周
年 

 
 
 
 
 

記
念
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施 

 

「
進
化
と
変
化
を
続
け
る
森
の
物
語
」 

  

兄
島
の
ネ
ズ
ミ
駆
除 
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の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１

隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ
の
配
慮

を
考
え
る
こ
と
。 

                

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
今
月
、
こ
の
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
小
笠
原
沿
岸
部
周
辺
に
は
、
ミ
ナ

ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
や
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
が
、
周
年

生
息
し
て
い
ま
す
の
で
、
海
を
利
用
す
る
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

      

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
183 

 

―
母
島
・
聟
島
列
島
調
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
― 

 

父
島
列
島
で
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
最
盛
期

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
他
の
列
島
で
の
状
況
を
知
る

た
め
に
、
６
月
下
旬
に
聟
島
列
島
、
７
月
上
旬
に
母

島
列
島
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
調
査
に
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。 

 

聟
島
列
島
で
は
嫁
島
、
聟
島
、
北
の
島
の
計
７
海

岸
を
回
り
、
44
巣
の
産
卵
巣
を
確
認
し
ま
し
た
。
一

番
産
卵
が
多
か
っ
た
の
は
聟
島
の
北
側
の
海
岸
・
大

浜
で
19
産
卵
、
例
年
上
陸
の
多
い
北
の
島
は
昨
年
度

に
比
べ
て
砂
が
少
し
減
っ
た
よ
う
で
、
上
陸
跡
数
に

比
べ
て
産
卵
成
功
率
は
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

 
母
島
列
島
で
は
母
島
、
平
島
、
姉
島
、
向
島
の
計

９
海
岸
を
調
査
し
、
２
９
０
巣
の
産
卵
巣
を
確
認
し

ま
し
た
。
結
果
は
例
年
通
り
平
島
が
一
番
産
卵
が
多

く
１
２
５
巣
、
母
島
・
大
崩
で
も
70
巣
の
産
卵
巣
を

確
認
し
ま
し
た
。
父
島
列
島
同
様
、
母
島
列
島
で
も

今
年
は
産
卵
が
多
い
よ
う
で
、
早
朝
海
岸
に
着
く
と

明
る
い
中
、
穴
を
掘
っ
て
い
る
母
ガ
メ
に
何
頭
も
出

会
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
産
卵
と
並
行
し
て
す
で
に
子
ガ
メ
の
ふ

化
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ

化
場
で
生
ま
れ
た
子
ガ
メ
の
夜
間
放
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
放
流
会
の
有
無
は
そ
の
日
の
子
ガ
メ
の

脱
出
状
況
に
拠
る
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

当
日
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
頂
く
か
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
の
Ｆ
Ｂ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
尚
、
実
施
海
岸
は
コ

ペ
ペ
海
岸
か
宮
之
浜
海
岸
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
す
。

（
送
迎
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現
地
集
合
・
現

地
解
散
と
な
り
ま
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
十
六
貝
「
カ
ッ
プ
の
フ
チ
子
」 

  

昼
下
が
り
の
洋
食
屋
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
、
目
を

つ
む
りBGM

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
飲
み
終
え
た
カ

ッ
プ
の
縁
の
滴
り
を
指
の
腹
で
拭
う
そ
の
と
き
、
ふ

と
。 

 

「
君
も
、
大
人
に
な
っ
た
な
」 

               

第
四
貝
の
記
事
で
は
成
熟
す
る
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の

な
か
ま
が
殻
の
フ
チ
を
厚
く
す
る
こ
と
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
を
繁
殖
さ
せ

て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
大
人
の
兆
候
を
指
の
腹

で
感
じ
る
よ
う
。
あ
る
お
店
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の

縁
の
反
り
返
り
具
合
が
、
大
人
に
な
っ
て
き
た
カ
タ

マ
イ
マ
イ
の
殻
の
そ
れ
と
そ
っ
く
り
と
い
う
の
で
す
。 

 
日
常
の
肌
触
り
か
ら
マ
イ
マ
イ
を
感
じ
る
と
は
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

 

マ
イ
マ
イ
の
殻
に
は
、
ほ
か
に
も
生
き
て
き
た
証

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
成
長
す
る
と
き
、
殻

の
縁
に
外
套
膜
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
分
泌
し
て

少
し
ず
つ
殻
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

調
子
の
よ
い
時
は
一
気
に
成
長
し
、
ツ
ラ
い
と
き
は

成
長
で
き
ず
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
結
果
が
木
の
年
輪
の

よ
う
な
筋
「
成
長
肋
」
と
な
っ
て
殻
に
表
れ
ま
す
。

そ
の
筋
の
具
合
を
見
る
と
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
健
康
状

態
を
診
断
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

さ
、あ
な
た
も
。マ
イ
マ
イ
の
殻
を
見
つ
け
た
ら
、

目
を
つ
む
り
指
の
腹
で
撫
で
て
、
殻
の
凹
凸
や
反
り

返
り
を
感
じ
、
マ
イ
マ
イ
の
一
生
涯
を
ま
る
ま
る
と

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
。 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員 

森

英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・

高
橋
海
里 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 
 
 
 
 
 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 
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 休日のバス利用状況にあわせ、９月１日から次のとおり扇浦線休日ダイヤの一部を変更します。 

 【運休】 

 村役場前発 午後２時４５分発   小港海岸発 午後３時１０分発 

 【運行】 

 村役場前発 午前１２時３０分発   小港海岸発 午前１２時５５分発 

 なお、平日については変更ありません。 

 お乗り間違えのないようご注意ください。 

 

●問合せ先   村営バス営業所 ２―３９８８ 産業観光課   ２―３１１４ 

村営バスダイヤ改正のお知らせ 
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １９８ 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：バーベキューの季節ですね♪でも、去年バーベキューの後、お腹を壊したんです。 

そう言われれば、あんまり道具を分けたり、冷気とか考えてなかったなーって。 

保健師：ちょっとしたことですが、とても大切な点です。面倒だと思ってもちゃんと注意

すると、楽しいバーベキューになりますね。 

クジラ：今年は“付けない！増やさない！やっつける！”を忘れずに、バーベキューを楽

しみたいと思います。 

季節がら、バーベキューなど屋外で調理・飲食を楽しむ方も多いのではないでしょうか？その一方で、暑い季節は食

中毒の原因となる細菌の活動が活発です。楽しいバーベキューの思い出が食中毒の辛い思い出にならないよう、食中毒

予防のポイントに注意し、安全に美味しく楽しい季節を過ごしましょう。 

 

どんなに新鮮でも、生のお肉や魚介類には食中

毒菌が付着していることがあります。お肉や魚介

類を扱った包丁やまな板はしっかり洗って、食中

毒菌が野菜に付着しないようにしましょう。 

ポイント！ 

まな板・包丁は食材ごとにしっかり洗ってから！ 

お肉・魚介類・野菜／まな板・包丁の扱い方 

クーラーボックスでも注意 

冷凍された食材があるからといって、保冷剤を入れずにクーラーボックスに食材を保存していませんか？ 

クーラーボックスに食材を入れるときは、食材で冷蔵するのではなく、保冷剤や氷をちゃんと使うことが大切です。 

そして、保冷剤を置く場所は 1番上に。冷気は上から下に下がるので、冷気がクーラーボックスに全体に回るように

は一番上に保冷剤を置く必要があります。 

そして、食材をパンパンに詰めていると冷気はクーラーボックスの底にまで届かないので、食材は入れすぎずに、中

に空間を作るようにしましょう。保冷剤が複数個ある場合は、食材の間に入れるのも効果的です！ 

ポイント！ 

 保冷剤は一番上に。食材は入れすぎず、空間をつくる。 

食材にさわる前、さわった後に手を良く洗うことはもちろんです

が、手を十分に洗ったつもりでも、しわや指紋の中に菌が潜んでい

る可能性があります。特に、膿んでいる傷口には大量の黄色ブドウ

球菌が存在しているので、食後数時間で激しく嘔吐することも！！ 

ポイント！ 

おにぎりを握るときは、ラップ・ビニール手袋の使用がおすすめ。 

手にいる細菌対策 

多くの食中毒菌は、75℃1分以上で加熱すれば死滅します。そのため、中心部まで確実に加熱することが重要です。 

生肉・半生は避けましょう。かたまりのお肉を強火で表面だけを焼くのではなく、中火でしっかり焼くとよいですね。 

生肉に触れたトングやお箸と取り分け用のトングやお箸一緒にしていませんか？ 

これだけでも、食中毒菌に感染する可能性があります。生肉を触っていたところには色々な菌がいます。ちょっと肉

をつまんだだけでも、箸に菌が付着することは実験でも実証されています。多少面倒でも、「焼く用」と「取り分け用」

を分けて使いましょう 

ポイント！ 

 しっかり加熱！生肉と加熱後につかう道具はきちんと分ける。 

しっかり加熱調理 



固定資産税（第2期）納期 アオウミガメ放流（母島）

子育て相談（父島） 南洋踊り体験会（母島）

子育てセミナー（父島） 星空観望会（父島）

子育て相談（父島） タッチングプール（母島）

東京都自然ガイド講習会申込〆切

ヘルスアップ教室（父島）

首都大学講座（父島）

子育て相談・子育てセミナー（母島）               入出港日

ウミガメ放流（父島） 第４級アマチュア無線技士申込〆切

タッチングプール（母島）

              入出港日 父島保育園非常勤職員申込〆切

稚亀放流＆星空鑑賞（母島） 産科・婦人科専門診療（母島）

定期予防接種 野外上映会（父島）

南洋踊り＆KAKA（父島）

小笠原JAMMIN（父島）               入出港日

タッチングプール（母島）

東京三弁護士会無料法律相談（母島）

小笠原高校図書館開放

              入出港日 小笠原村職員募集（事務）〆切

タッチングプール（母島） 産科・婦人科専門診療（父島）

小笠原高校図書館開放 　　　～26日（24日除く）

小笠原村職員募集（助産師・看護師）〆切 東京三弁護士会無料法律相談（父島）

アオウミガメ放流（母島）

母島巡回労働相談

行政相談               入出港日

タッチングプール（母島）

父島動物巡回診療申込〆切

南洋踊り＆KAKA（父島）

              入出港日 地域振興補助事業申込〆切

タッチングプール（母島） 介護職員初任者研修申込〆切

盆踊り練習会（父島）

村民相談

盆踊り練習会（父島） 電話による無料法律相談

稚亀放流＆星空鑑賞（母島）               入出港日

盆踊り（父島） タッチングプール（母島）

南洋踊り＆KAKA（父島）

アオウミガメ放流（母島） フラオハナ（父島）

盆踊り・花火大会（父島） 小笠原高校図書館開放

南洋踊り体験会（母島） 父島動物巡回診療～29日

母島納涼盆踊り大会

              入出港日 乳幼児健診・歯科検診（母島）

盆踊り（父島）

タッチングプール（母島）

小笠原高校図書館開放

戦没者追悼式典               入出港日

国有地指定ルート入林講習（母島）

村都民税、国民健康保険税、介護保険料

後期高齢者医療保険料（各第２期）納付期限

星空観望会(父島)

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

1 月 16 火

2 火 17 水

3 水 18 木

4 木 19 金

5 金 20

6 土

7

土

21 日

月

日 22 月

8

10

24 水

23 火

水

火9

25 木

金11 木 26

12 金 27 土

13 土 28 日

14 日

15

29 月

31 水

月 30 火

山の日 


